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年俸制の段階的拡充
テニュアトラック制の段階的導入
長期海外FD・SD制度の戦略的実施
専門職員採用制度や外部機関との人事交流制度等の活用による、高度人材の確保
「戦略企画室」の設置によるトップマネジメント強化
全学のグローバル化を戦略的に推進するための横断的組織の整備
大学戦略と国際連携戦略との有機的連動 など

学部横断型教育プログラム「IHATOVOグローバルコース」の導入
大学院を中心とした、海外大学との共同学位コースや英語のみで
修了できるコースの設置
英語能力の標準化と習熟目標の設定
ICT教育コンテンツを活用した語学力強化
協定校研究者等を活用した授業の実施
多言語多文化交流空間「Global Village」の設置による、学修支
援、交流事業、課外活動等の展開
グローバル教育学修成果、地域交流、自主的参加実績などを可
視化するためのeポートフォリオ、Global Mileageシステムの導入
【Global Mileage 取得率を全学生50％】
交換留学生、大学院生を中心とした受入留学生の促進
多様な国・地域への留学、国内外での国際研修プログラムを多様
化し、学生の海外派遣を促進
【上記２プログラムの参加率を全学生の10％以上】
グローバル教育センターを中心とした重厚な留学支援、ワンストップ
サービス強化
留学前準備・フォローアップ教育強化
留学生受入サポート、チュートリング体制の充実
独自奨学金「岩手大学イーハトーヴ基金」の支援対策事業の充実

協定校等を活用した海外FD・SDの導入等による教職員のグローバル化推進。
【３ヶ月以上の海外経験を有する教職員を全体の20％】
外部機関との委託・連携による危機管理体制の強化
国際連携推進のためのシンクタンク機能強化（IR強化、外部資金情報の提供と獲得支援、後
アドバイザー制や外部評価の導入など）
グローバル化に関する取組の情報発信・周知・啓蒙活動の推進
ホームページ、掲示物、文書等の多言語化などによる、キャンパス環境のグローバル化推進
多言語多文化交流を目的とした混住型宿舎拡充の検討
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被災地フィールド、地域産業、自然、人的資源を活用した、課題設定型国際研修の実施
【プログラム件数10件以上、ネットワーク連携機関150機関、国際交流支援コーディネータ倍増】
学内資源を活用した地域と大学のグローバル化の促進
【陸前高田グローバルキャンパス（RTGC）、国際リニアコライダー（ILC）など】
Global Villageを活用した、「Global Café」など地域との共修・協働プロジェクト、幼小中高大
連携事業等の実施
留学生同窓会の組織化
グローバル人材育成のためのネットワーク強化【ネットワーク連携機関を150機関】
国際交流支援コーディネーター制度の拡充【国際交流支援コーディネータを倍増】

UURRやさくらサイエンス等の実績に基づく、東・東南アジア大学等との連携強化
寒冷圏特有の地理的条件を活かした国際連携推進
東日本大震災の経験等を活かした国際連携の推進及び相互交流の強化
国内外コンソーシアムの積極的構築と活用
国際連携推進のための学内促進制度の充実

教学IR導入による、実質的学びの時間の確保
「履修活動の見える化」及び「達成度自己評価」システムの導入
TAリーダーの育成
学事暦の柔軟化
GPA指標の構築
アイアシスタント（シラバス）の機能強化 など


